
令和３年度 第 7１回東北地区中学校長会研究協議会 岩手大会 

新たな時代を切り拓き、よりよい社会を形成していく 

日本人を育てる中学校教育 

 

「新たな時代を切り拓き、よりよい社会を形成していく日本人を育てる中学校教育」の大会主題のもと、

盛岡市で令和３年６月２４～２５日に開催予定であった第７１回東北地区中学校長会研究協議会岩手大

会は、新型コロナウィルス感染症拡大の状況を鑑み、大会誌発表で開催する方針を令和３年４月２日の

岩手県中学校長会常任理事会にて確認した。 

その後、令和３年度東北地区中学校長会第１回副会長会（Web 会議）を経て、令和３年６月２４日、令

和３年年度東北地区中学校長会第１回理事会（Web 会議）において「大会誌（研究報告書）による発表

会」とすることを決定した。 

 

【令和３年度 東北地区中学校長会 宣言・決議】 

宣 言 

 今日、我が国の教育は、人格の完成を目指し、伝統と文化を尊重するとともに、豊かな人間

関係で満たされる社会を形成するたくましい日本人を育成する使命を担っている。 

 私たちは、新型コロナウィルス感染症とともに生きていかなければならないという認識に立

ちつつ、教育基本法等の関連法規、学習指導要領の趣旨を踏まえ、新しい時代の変化や諸課題

にも対応しつつ、確固たる信念と自負をもって全日中教育ビジョンに基づく学校からの教育改

革を推進し、新たな中学校教育の創造に努めなければならない。 

 東北地区中学校長会は、中学校教育のさらなる充実を目指して、教育改革の推進と当面する

諸課題の解決に努め、東北各県民の負託に応えていくことを宣言し、以下の事項を決議する。 

 

決 議 

一、 人間尊重の精神に徹し、「社会を生き抜く力」とともに「よりよい社会を形成する力」を 

育む育成に努める。 

一、 全日中新教育ビジョンを踏まえ、特色ある教育課程を編成・実施・評価・改善し、「確か 

な学力」「豊かな心」「健やかな体」の育成に努める。 

一、現在の教育課題に則した研修の充実を図り、教職員の資質・能力の向上と使命感の高揚に

努める。 

一、創意ある教育活動を展開し、家庭・地域社会の信頼に応える教育を実現するため、教育諸

条件の整備・充実に期する。 

一、「教科書無償給与制度」「義務教育費国庫負担制度」及び「人材確保法」の堅持を求め、教 

育水準の維持向上を期する。 

一、 学校における業務の精選・明確化等の働き方改革を力強くリードし、新しい時代に応じた 

魅力ある学校づくりに努める。 

一、 東日本大震災及び原子力発電所事故による被災地における教育活動の正常化や防災教育等 

の更なる充実に努め、継続して東北６県校長が連携・協力する。 

 

  



【研究報告】 

分科会 分科会テーマ 発  表  題 県 発表者 

 

 

 

第１ 

 

自他を敬愛し他者

と協働しながら自己

実現を図るための

自己指導能力を育

成する生徒指導の

充実 

自己指導力育成と不登校解決に向けた校長

会の組織的取組 

～各学校の特色を生かした取組を通して～ 

 

福

島 

福島県中学校長会北会津支部 

会津若松市立湊中学校 

伊 達   東 

より良い人間関係を構築し、自己実現を図る

ための自己指導能力を高める学校経営 

～みやぎの志教育の３視点「かかわる」「はたす」「もとめ

る」を生かした教育活動の推進を通して～ 

 

宮

城 

仙台地区校長会 

前名取市立みどり台中学校 

（現東松島市立矢本第一中学校） 

平 塚 真一郎 

 

 

 

第２ 

 

 

社会的・職業的自

立に向けたキャリア

教育と進路指導の

充実 

郷土に愛着と誇りを持ち、主体的に夢に

向かっていく児童生徒の育成 

～「いのちの教育」と「ふるさと科」の実践を通して～ 

 

岩

手 

 

釜石地区中学校長会 

釜石市立釜石東中学校 

米   慎 司 

 

社会的・職業的自立に向けたキャリア教

育の充実を走らんした学校経営 

 

 

山

形 

東村山地区中学校長会 

天童市立第四中学校 

笹 原 美百紀 

 

 

 

第３ 

 

 

健康で安全な生活

と豊かなスポーツラ

イフを実現するため

の教育の充実 

生涯にわたって運動に親しみ、健康で

安全な生活を送ることができる生徒の育

成 

 

 

秋

田 

 

由利本荘校長会 

由利本荘市立大内中学校 

板 垣   洋 

 

心身の健康の保持増進に関する指導は

どうあればよいか 

 

青

森 

 

八戸地区中学校長会 

八戸市立白銀南中学校 

伊 崎 己 治 

 

【取組報告】 

① 福島県 「コロナ禍２年目における本県教育の現状と課題」 

福島市立渡利中学校 鴫 原  俊 洋 （福島県中学校長会研究部会長）     

② 宮城県 「新型コロナ禍における学校経営の現状と今後に向けて」 

石巻市立石巻中学校 平 塚  隆               

③ 仙台市 「新型コロナ禍における学校経営の現状と今後に向けて」 

仙台市立松陵中学校 菅 井 研 二（仙台市中学校長会研究部）    

④ 岩手県 「雨ニモマケズ、コロナニモマケズ、『一枚岩』でいわての子どもたちを育てる」 

盛岡市立大宮中学校 鈴 木 美 成（岩手県中学校長会常任理事）  

⑤ 山形県 「第５波新型コロナ禍における学校経営の現状と今後に向けて」 

山形市立山寺中学校 高 木  光 紀（山形県中学校長会研究推進担当） 

⑥ 秋田県 「新型コロナ禍における学校経営の現状と今後に向けて」 

秋田市立山王中学校 加賀谷    亨（秋田県中学校長会幹事長）    

⑦ 青森県 「コロナ禍における学校経営の現状と今後に向けた取組～県中学校長会調査結果の考察から～」 

青森市立浦町中学校 木 村  信 一               


